
ゴールデンウィークに特別操業した観光帆引き船

人口と世帯
平成 19年 5月 1日現在　　 44,948 人（男 22,766 人、女 22,182 人）15,312 世帯

第11回ドラゴンボート霞ヶ浦大会
を7月1日に開催（参加者募集）･････ 8

児童手当が拡充 ･･････････････････････ 4
　～ 3歳未満の第１子・第２子についても１万円に～ 52007
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平
成
十
三
年
か
ら
の
発
掘
調
査
に
よ

り
、
千
二
百
年
の
時
を
経
た
今
、
松
山
瓦

窯
跡
（
中
志
筑
）
が
古
代
の
瓦
づ
く
り
の

様
子
を
物
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
調
査
は

平
成
十
九
年
三
月
に
区
切
り
を
迎
え
、
同

月
に
、
現
地
説
明
会
・
記
念
講
演
会
を
開

催
。
県
内
外
か
ら
お
よ
そ
二
百
人
が
参
加

し
瓦
や
窯
跡
を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

松
山
瓦
窯
跡
は
、
こ
の
発
掘
調
査
の
成

果
に
よ
り
、
歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、

文
化
庁
の
国
指
定
文
化
財
候
補
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
志
筑
地
区
か
ら
土

浦
市
東
城
寺
地
区
に
か
け
て
の
筑
波
山

東と
う
ろ
く麓
地
域
は
、
良
好
な
粘
土
質
土
層
が
あ

り
、
茨
城
県
を
代
表
す
る
古
墳
時
代
（
約

千
四
百
年
前
）
か
ら
平
安
時
代
（
約
千
百

年
前
）
の
須す

え

き
恵
器
・
瓦
の
生
産
地
で
す
。

　

松
山
瓦
窯
跡
も
そ
の
窯
よ
う
ぎ
ょ
う業
地
帯
の
一
つ

で
、
北
側
に
あ
る
一
大
消
費
地
で
あ
っ
た

常
陸
国
府
（
石
岡
市
）
へ
、
多
く
の
生
産

品
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
志
筑
の
農
道
整
備
事
業
に
伴
い
、
平

成
十
三
、十
四
年
に
行
な
わ
れ
た
調
査

で
、
窯
跡
七
基
（
一
〜
七
号
窯
）
を
確
認

し
、
そ
の
内
五
基
（
一
〜
五
号
窯
）
を

調
査
、
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
へ
か
け
て

よみがえる古代瓦職人の世界
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▲焼台に使われた女瓦が並ぶ（未使用だった 11号窯跡）

平
成
十
八
年
度
の
調
査
で
は
、
新
た
に

窯
跡
四
基
を
確
認
。
平
成
十
三
、十
四
年

の
一
〜
七
号
窯
と
合
わ
せ
、
合
計
十
一
基

の
窯
跡
と
な
り
ま
し
た
。
十
一
基
の
古
代

瓦
窯
跡
が
確
認
で
き
た
遺
跡
は
、
県
内
で

松
山
瓦
窯
跡
だ
け
で
す
。

今
回
は
、
前
回
発
掘
さ
れ
た
七
号
窯

跡
付
近
か
ら
北
側
斜
面
を
発
掘
。
七
号

に
隣
接
す
る
八
号
窯
、
そ
れ
よ
り
北
側

に
九
・
十
・
十
一
号
窯
跡
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窯
跡

の
位
置
か
ら
、
一
号
か
ら
五
号
を
Ａ
支

群
、六
・
七
・
八
号
を
Ｂ
支
群
、九
・
十
・
十
一

号
を
Ｃ
支
群
と
分
別
し
ま
し
た
。

今
回
調
査
し
た
窯
跡
か
ら
、
瓦
を
焼
い

た
跡
を
示
す
灰は
い
ば
ら原
を
確
認
。
灰
原
に
は
不

良
製
品
が
多
量
に
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
八

号
窯
跡
の
灰
原
か
ら
は
、
国
分
寺
創
建
期

に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
均
整
唐
草
文

宇
瓦
（
七
二
六
○
型
式
）
が
、
ま
た
、
Ｃ

支
群
窯
跡
の
灰
原
か
ら
は
、
窯
跡
と
し
て

は
初
出
土
と
な
る
七
一
○
八
Ａ
型
式
が
一

点
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
七
一
�
八
�
型
式

�
瓦
�
�
現
在
�
�
�
国�
�
�
�
�
�
�

分
僧
寺
跡
�
�

�
�
�
�
�
�
三
点
�
�
確
認
�
�
�
�

常ひ
た
ち陸
国こ
く
ぶ
ん
じ

分
寺
に
瓦
を
供
給
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

調
査
さ
れ
た
瓦
窯
跡
は
、
斜
面
を
ト
ン

ネ
ル
状
に
掘
り
ぬ
い
て
造
ら
れ
た
地
下
式

登の
ぼ
り
が
ま窯
構
造
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
瓦
窯

を
構
造
的
に
大
別
す
る
と
、
窯よ
う
た
い体
（
瓦
を

焼
い
た
場
所
）
と
、
そ
の
前
面
に
位
置
す

る
前ぜ
ん
て
い
ぶ

庭
部
（
作
業
空
間
）
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
時
の
調
査
で
は
、
一

〜
五
号
窯
跡
の
前
庭
部
を
中
心
に
調
査
を

行
な
い
、
最
大
の
も
の
で
幅
五
ｍ
、
深
さ

二
ｍ
の
長
方
形
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
瓦
は
、
素そ

え
ん縁
複ふ

く
べ
ん弁
十じ

ゅ
う
よ
う
か
も
ん

葉
花
文

鐙あ
ぶ
み
が
わ
ら
瓦
・
均き

ん
せ
い
か
ら
く
さ

整
唐
草
文も
ん

宇の
き
が
わ
ら
瓦
・
男お
が
わ
ら瓦
・

女め
が
わ
ら瓦
で
、
供
給
先
の
常
陸
国
分
寺
の
創
建

を
考
え
る
上
で
重
要
な
も
の
で
す
。ま
た
、

瓦
は
同
一
の
文
様
を
用
い
て
お
り
、
一
〜

五
号
窯
は
比
較
的
短
期
間
の
中
で
繰
り
返

し
操
業
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

松
山
瓦
窯
跡
�
�

�
�
�
�
�
発
掘
調
査
�
成
果

今
回
�
発
掘
調
査
�
成
果

埋蔵文化財調査作業員募集！
❶ 調査補助員　発掘調査、測量作業、
遺物の収納作業など〔日給6,300円〕
❷ 調査作業員　発掘調査、遺物の収納
作業など〔日給5,600円〕
❸ 整理作業員　遺物洗浄、注記、出土
遺物の接合など〔日給5,600円〕

〔条件〕
　 市内在住の15歳以上（中学生は含
まず）の男女で健康な方。❶につい
ては経験のある方限定。❷❸につい
ては経験のない方でも可。経験のな
い方は研修講座2回と実地研修5回
程度を受講していただいた後登録と
なります。

〔応募方法〕
　 6 月 29日（金）までに生涯学習課
へ電話で連絡ください。

〔勤務日〕
　 開発、道路建設計画などにより埋蔵
文化財の調査の必要性が生じたとき。

〔申込・連絡先〕
　 かすみがうら市教育委員会生涯学習課
　文化振興係　内線3022・3023
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{ A支群{
{

B支群

C支群

瓦窯跡分布図

松山瓦窯跡位置図

千代田庁舎

中央公民館

常磐自動車道

志筑小

ホット
スパー

環境クリーン
センター

松山瓦窯跡

6号国道

中志筑

現在、窯跡は埋め戻されています

▲ 現在水田（ ＝マーク）になっている場所に、以
前は恋瀬川へ注ぎ込む小河川が流れており、そ
れを利用して瓦が運搬されたと考えられる。

用  

語  

解  

説

半は
ん
ち
か
し
き
の
ぼ
り
が
ま

地
下
式
登
窯

台
地
斜
面
を
掘
り
下
げ
、
後
か
ら

ス
サ
入
り
粘
土
で
ア
ー
チ
状
の
天

井
を
つ
く
っ
て
窯
に
し
た
も
の
。

北

�
�
�
�
�
�
�
�
�
生
産
�
�
窯
跡
�

判
明
�
�
成
果
�
大
�
�
�
�
�
�
�
�

七
一
○
八
Ａ
型
式
鐙
瓦
の
年
代
は
、
市

文
化
財
保
護
審
議
委
員
で
国
分
寺
瓦
研
究

者
で
も
あ
る
黒
澤
彰
哉
氏
に
よ
る
と
、
国

分
寺
Ⅱ
期
の
八
世
紀
末
に
相
当
す
る
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｃ
支
群
窯
跡

は
、
国
分
寺
を
修
復
す
る
際
に
生
産
を
担

っ
た
窯
跡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
支
群
の
年
代
が
違
う
理
由
と
し
て
、

Ｃ
支
群
は
前
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た

Ａ
・
Ｂ
支
群
の
地
下
式
有
段
登
窯
と
は
違

う
、
半
地
下
式
有
段
登
窯
と
い
う
構
造
で

築
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
半
地
下
式
有
段

登
窯
�
�
�
松
山
瓦
窯
跡
�
県
内
初
�
確

認
�
�
�
�
�
�
点
�
�
�
松
山
瓦
窯
跡

�
歴
史
的
価
値
�
高
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲  鐙
あぶみがわら

瓦
　 （素

そえんふくべんじゅうようかもんあぶみがわら

縁複弁十葉花文鐙瓦）
　出土した 7108A型式
　 国分寺修復期のもの

▲

宇
のきがわら

瓦（均
きんせいからくさもんのきがわら

整唐草文宇瓦）
　出土した 7260 型式
　国分寺創建期のもの

▲

女
めがわら

瓦（平瓦）

男
おがわら

瓦（丸瓦）

瓦の種類と使用場所

県
下
最
大
規
模
の

十
一
基
の
古
代
瓦
窯
を
確
認

①
希
少
な
瓦

七
一
〇
八
Ａ
型
式
が
出
土

②

県
下
初
確
認

半は
ん
ち
か
し
き

地
下
式
有ゆ
う
だ
ん段
登の
ぼ
り
が
ま窯

③

松
まつやま

山瓦
かわら

窯
かまあと

跡【発掘調査報告】

県内初  １１基の古代瓦窯跡

常ひ
た
ち
こ
く
ぶ
ん
じ

陸
国
分
寺

国
分
寺
は
、
七
四
一
年
聖
武
天
皇

の
勅ち
ょ
く
が
ん願に
よ
り
各
国
に
設
け
ら
れ

た
官
寺
で
、
僧そ
う
じ寺
と
尼に

じ寺
で
構
成

さ
れ
る
。
常
陸
国
分
寺
は
、
僧
寺

が
石
岡
市
府
中
に
、
尼
寺
が
石
岡

市
若
松
に
所
在
。

▼地下式
（1号～8号窯跡）

▼半地下式
（9号～11号窯跡）

煙道

煙道

燃焼部

燃焼部

焚口

焚口

灰原

灰原

粘土で天井を作成

地ち
か
し
き
の
ぼ
り
が
ま

下
式
登
窯

台
地
斜
面
に
ト
ン
ネ
ル
状
の
横
穴

を
掘
っ
て
窯
に
し
た
も
の
。

窯体

▲▲

男男瓦瓦（丸瓦）（丸瓦）

▲▲

　 　 
　出土した 7108A型式　出土した 7108A型式
　 国分寺修復期のもの　 国分寺修復期のもの

　国分寺創建期のもの　国分寺創建期のもの
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ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

寄附者（敬称略） 寄附物件

土浦地域労働者福祉協議会 車椅子　1台

安川　宗明 洗濯石鹸　56個
化粧石鹸　92個

下大津小学校
平成17年度卒業生保護者一同

ＶＨＳビデオ一体型ＤＶ
Ｄレコーダー　1台

ＮＰＯ法人
横浜ドラゴンボートレース ドラゴンボート本体  2艇

下稲吉東小学校
平成17年度卒業生保護者一同 集会用テント　1張

日立建機コメック㈱　 蛍光灯   1,300本

さくら保育所
平成18年度修了児保護者一同

パーソナルMDシステム
DVDプレーヤー
シンバル

飯田区１３人 土地　（飯田地区）1,392㎡

佐賀小学校
平成18年度卒業生保護者一同 ポータブルアンプ

美並小学校
平成18年度卒業生保護者一同 デジタルカメラ　2台

七会小学校
平成18年度卒業生保護者代表

移動式黒板　1台
DVDレコーダー　1台

安飾小学校
平成18年度卒業生保護者代表 壁掛け用電波時計  10台

下稲吉小学校
平成18年度卒業生保護者一同 紅白幕　7張

千代田中学校
平成18年度卒業生保護者一同

大型プリンター　1台
レクチャー台　1台

下大津小学校
平成18年度卒業生保護者一同

オーブンレンジ　1台
ＤＶＤプレーヤー　3台

北中学校
平成18年度卒業生保護者一同 屋外用壁時計　1基

志士庫小学校
平成18年度卒業生保護者一同 ＤＶＤレコーダー　1台

牛渡小学校
平成18年度卒業生保護者一同 大型絵本　6冊

下稲吉東小学校
平成18年度卒業生保護者一同 テント　1張

上佐谷小学校
平成18年度卒業生保護者一同 演台　1台

新治小学校
平成18年度卒業生保護者一同 ウォータークーラー  1基

茨城千代田農業協同組合 交通安全帽子　289個

土浦農業協同組合
交通安全帽子
野球帽子型（男子生徒用）
メトロ型（女子生徒用）

茨城県住宅供給公社 土地（第2千代田南団地）
2,134.27㎡

寄附採納紹介
　平成18年度中に、市にさまざまな寄附を
　いただきました。ありがとうございました。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

就
任
・
退
任
の
お
知
ら
せ

　

か
す
み
が
う
ら
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
、齋
藤
貞
氏
が
、三
月
三
十
一
日
に
退
任
し
、

山
口
正
男
氏
が
四
月
十
三
日
付
で
新
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
で
、
清

水
見
龍
氏
が
委
員
長
代
理
に
、
四
月
一
日
付

で
内
田
和
子
氏
が
新
委
員
に
就
任
し
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

委
員
長　
　
　

山
口 

正
男
さ
ん
（
牛
渡
）

委
員
長
代
理　

清
水 

見け
ん
り
ゅ
う龍
さ
ん
（
中
志
筑
）

委
員　
　
　
　

出
沼 

洋
子
さ
ん
（
宍
倉
）

委
員　
　
　
　

内
田 

和
子
さ
ん
（
田
伏
）

　

国
は
、
若
い
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
目
的
に
、
四
月
か
ら
、
三
歳
未
満
の

第
一
子
と
第
二
子
の
養
育
者
に
支
給
し
て
い
る

児
童
手
当
の
額
を
、
第
三
子
と
同
じ
月
一
万
円

に
倍
増
し
ま
し
た
。

※ 

改
正
に
伴
う
、
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

三
歳
に
到
達
し
た
翌
月
か
ら
は
、
第
一
子
・

第
二
子
と
も
手
当
額
は
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

■ 0 歳以上 3歳未満の児童の養育者の児童手当額（月額）
現　　行 4月から

 第 1子・第2子 5千円 ⇒ 1万円
 第 3子以降 1万円 ⇒ 現行どおり

■ 3 歳以上の児童の養育者の児童手当額（月額）
現　　行 4月から

 第 1子・第2子 5千円 ⇒ 現行どおり

 第 3子以降 1万円 ⇒ 現行どおり

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確
認
を
す
る
た
め

児
童
手
当
�
現
況
届

提
出
�
六
月
中
�

　市では、出産を奨励し、育児を支援するために
「子育て奨励金」を支給しています。
　3歳未満の幼児を含む 3人以上の児童を養育し
ている方で、申請日において、連続 1年以上前か
ら市に住所があった方に、3歳未満の第 3子以上
の児童 1人につき月額 1万円を支給します。
　この制度は申請をしないと奨励金支給の対象に
なりませんので、現在未申請の方は子ども福祉課
へ申請ください。

「子育て奨励金制度」のご案内

児童手当が拡充
 3歳未満の第1子・第2子
  の児童手当が4月から1万円に
あがります。
  現在、児童手当を受給している
方の手続きは不用です。

問子ども福祉課　内線☎1172

の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
と
六
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
用
紙

は
、
子
ど
も
福
祉
課
か
ら
、
六
月
中
旬
ご
ろ
受

給
者
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
一
月
一
日
に
市
に
住
民
登
録

の
な
か
っ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
の
市
町
村
が

発
行
す
る
平
成
十
九
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成

十
八
年
分
の
内
容
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
加
入
者
は
、
年
金
加
入
証

明
書
ま
た
は
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な

ど
（
受
給
者
本
人
の
も
の
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

かすみがうら市
自
衛
官
募
集
相
談
員継続

で
４
人
決
定

　

市
長
と
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
長

は
、
か
す
み
が
う
ら
市
自
衛
官
募
集
相
談

員
と
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
、
左
記

の
四
人
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

相
談
員
は
、
自
衛
官
志
願
者
に
、
自
衛

隊
に
関
す
る
情
報
提
供
や
地
域
で
の
広
報

な
ど
の
援
助
・
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

丸
山 

晃
さ
ん
（
下
稲
吉
）
／
小
林 

濃あ
つ
お男
さ

ん
（
大
峰
）
／
豊
嶋 

勝
朗
さ
ん
（
牛
渡
）

／
栗
山 

洋
さ
ん
（
柏
崎
）

左から栗山さん、豊嶋さん、坪井市長、小林さん、
丸山さん、安藤自衛隊茨城地方協力本部長

「児童扶養手当」のご案内
　父母の離婚などにより父親と生計をともにしてい
ない児童の母または母に代わってその児童を養育し
ている方に、児童の健やかな成長を願って「児童扶
養手当」が支給されます。
　一定の支給要件がありますので、詳しくは子ども
福祉課までお問合わせください。

広報かすみがうら 4

農
業
委
員
会
会
長
ほ
か

就
任
・
退
任
の
お
知
ら
せ

　

か
す
み
が
う
ら
市
農
業
委
員
会

会
長
の
小
松
﨑
正
衛
氏
が
、
四
月

十
一
日
に
退
任
し
、
安
田
秀
德
氏

が
同
日
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
新

会
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
付
で
、
齊
藤
静
夫
氏
が
会
長

代
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

会
長　

安
田 

秀
德
さ
ん（
下
佐
谷
）

会
長
代
理
者

　
　
　

齊
藤 

静
夫
さ
ん
（
安
食
）

〔道路用地を除く〕
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有料広告欄

ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

人権に関する

相談窓口を開設

人権に関する

相談窓口を開設
人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君と
人ＫＥＮあゆみちゃん

かすみがうら市人権擁護委員

・矢 口  豪
つよし

（下土田）　・福田 與
よ へ え

兵衞（牛　渡）
・井坂 幹

み き お

雄（下志筑）　・小泉 道
み ち お

夫（大和田）
・加藤 雄

ゆ う ぞ う

三（稲　吉）　・平 野  享
きょう

（宍　倉）
・ 渡邉 祥

さ ち こ

子（下稲吉）　

○特設人権相談所
市内の人権擁護委員が人権問題全般の相談
に応じます。

◆日時：6月 1日 ( 金 )　10：00～ 15：00
◆場所：あじさい館
◆料金：無料
問社会福祉課　☎内線 1161

〔霞ヶ浦等湖沼にやさしい農業対策事業〕
事業の種類 事業実施対象 補助対象経費 補助率 その他事項

①施
せ ひ

肥田植機の導入

営農集団など
３戸以上の実質的
活動のある組織
※面積要件有り

施肥田植機の施肥機

部分に相当する額

事業費（補助対象経
費）の１/3以内
（上限があります。）

平成 20 年度までに
事業対象機を使用す
ること（導入済みの
機械は対象となりま
せん。）
補助金の交付は原則
補助事業完了後とな
ります。
計画書、申請書、報
告書などをご提出い
ただきます。（報告書
は、事業実施年度の
翌年度から 3年間）

②条施肥機の導入

営農集団など
３戸以上かつ５ha
以上の実質的活動
のある組織

施肥機部分に相当す
る額

③ 節水型レンコン掘
取機の導入

節水型レンコン掘取
機のノズル部分に相
当する額

④ マルチ内施肥機の
導入

施肥機部分、マルチ

作業機部分に相当す
る額

農家の皆さまへ　施肥田植機などの導入に補助をしています
（営農集団などの皆さま）

　市では、茨城県の補助事業を活用し、霞ヶ浦の浄化や地下水への負荷を軽減するための機械を導入する
農家の皆さまを対象に、補助事業を実施しています。
　事業をご希望の方は、内容の詳細をご説明しますので、6月 22日までにお問合わせください。

問農林水産課　産業振興係　☎内線 2504

　犯罪被害者の相談に対し、必要な支援策の情報
提供や相談窓口の紹介を行なっています。
◆日時　月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
　　　　 9：00～ 16：30
　　　　（12：00～ 12：45を除く）
◆料金　無料
◆場所　 茨城県生活環境部生活文化課安全なまち

づくり推進室（県庁舎 12階）
　　　　☎ 029-301-7830

犯罪被害者相談窓口
　　　　　　　を開設しています

　障害をお持ちの方で、今までに働いた経験のな
い方や、働いても職場定着が困難な方、または職
場になじめないなどの悩みを抱え“障害があって
も働きたい”と願う意欲的な方を応援し、職場定
着に向け職業準備訓練、相談、援助を一貫して行
なっています。
　募集は、随時行なっています。
問茨城県南部障害者雇用支援センター
　土浦市真鍋新町 1-14
　☎ 029-827-1104

茨城県南部障害者雇用支援センター
訓練生を募集

　登記、供託、戸籍・国籍、人権擁護など法務局
の取り扱う業務全般について、法務局職員および
人権擁護委員が相談に応じます。秘密は固く守り
ます。
◆日時　6月 3日（日）
　10:00 ～ 16:00（受付 15:00 まで）
◆場所　ウララ2ビル4階　土浦市社会福祉センター
◆ 内容　境界争い、相続・贈与・売買などの登記手続、
抵当権の抹消手続、地代家賃の供託手続、戸籍の届
出方法、成年後見制度、サラ金の取立て問題、夫婦・
親子などの家庭内の問題、近隣とのトラブル、セク
ハラ、子どものいじめ、DV問題など
◆料金　無料
問水戸地方法務局総務課　☎ 029-227-9911

法務総合相談所を開設します

◆日時　第 1次試験　9月 9日（日）
◆受験資格　 昭和 61年 4月 2日～
　　　　　　平成 2年 4月 1日までに生まれた方
◆受付期間　6月 26日（火）から 7月 3日（火）
◆申込書請求先　最寄りの税務署  総務課
　問人事院関東事務局
　埼玉県さいたま市中央区新都心1番地１
　さいたま新都心合同庁舎 1号館
　☎ 048-740-2006

税務職員（Ⅲ種）採用試験
　　　　　　　　　　のお知らせ

6 月 1日、商業統計調査が全国一斉に行なわ
れます。卸売業・小売業を営むすべての事業
所が対象になります。5月下旬から、調査票
の配布回収に調査員が皆さまの事業所へお訪
ねしますので、ご協力をお願いします。

商業統計調査にご協力ください

有料広告の掲載を始めました/広聴広報課　☎内線1151

申

有料広告欄有料広告欄
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国民年金 news
結婚や就職、退職は年金も節目
こんなときは14日以内に届出を

こんなとき 変更後の
被保険者 届出先

自営業・学
生など【第1
号被保険者】

会社員・公務員になった 第2号 勤務先
会社員・公務員と結婚し、
扶養されるようになった 第3号 配偶者の

勤務先

会社員・公
務 員【 第 2
号被保険者】

退職した 第1号 市役所

退職し、すぐに再就職した 第2号 新しい
　勤務先

会社員・公務員と結婚し、
扶養されるようになった 第3号 配偶者の

　勤務先

会社員・公
務員に扶養
されている
配偶者【第3
号被保険者】

年収が130万円以上になっ
た 第1号 市役所

配偶者が退職し自営業など
（第1号被保険者）になった 第1号 市役所

会社員・公務員になった 第2号 勤務先

ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

問土浦社会保険事務所   ☎ 029-824-7121
問国保年金課　☎市役所内線 1146

やさしく 楽しく 共同参画①

　男女が互いにその人権を尊重しつ
つ責任を分かち合い、家庭・職場・学
校・地域社会などのあらゆる分野にお
いて、性別に関わりなくその個性と能
力を発揮することができる社会です。
　男女ともに社会に「参画」し、力を
合わせていろんな夢や希望を実現でき
る社会づくりがみんなの幸せにつなが
ります。
問広聴広報課　☎内線 1152

【対 象 者】 一般の部18チーム（18歳以上男女混合可、　
1チーム 25人以内、うち予備員 5人以内
／募集チーム数になりしだい締切ります。）

【競技方法】    1チーム 20人以内（最低16人、漕ぎ手
14人以上18人以内、伴奏者1人、操舵
者1人／ドラゴンボートレース国際競技
規定ルールによる／3コース300ｍ直進）

【登 録 料】１チーム20,000円（保険料含む、当日徴収）
【応募方法】  所定の出場申込書により参加者名簿と一緒にお

申込み下さい。FAXまたはEメールに添付でも可　
（観光協会HPに様式あり）

【応募期限】6月20日 (水 )
※  操舵者（舵取り）の協力を必要とされる場合は、必ず申込書の「希望する」に○をつ
けてください。

地域と施設 料　金

指定湖上
（ 歩崎公園
前湖上）

ドラゴンボート/
 １艇10：00～12：00

5,250円

浮き桟橋 無料
指定湖上
　　以外

ドラゴンボート/１艇１日 21,000円
浮き桟橋 無料

※パドル・救命胴衣付き
※浮き桟橋のみの貸し出し不可
※ 国や地方公共団体（公共用として）、市内の小中学
校・社会教育関係団体（主催行事として）、社会福
祉関係団体が使用する場合に限り使用料無料

《 貸し出しを行なう日 》
6月 3日（日）、9日（土）、10日（日）、23日（土）、24日（日）
7月 7日（土）、8日（日）、14日（土）、29日（日）
8月 4日（土）、5日（日）

DRAGON BOAT RACE＆貸し出し申込・問合せ先
市観光協会・市観光商工課
　〒 300-0192　かすみがうら市大和田 828-5
　☎内線 2525　FAX 029-897-1243
　E-mail  kouryu@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ドラゴンボート貸し出します
ご希望の方は、使用日の10日前までに、FAXまたはEメールで「使用許可申請書」を提出してください。（市ＨＰに様式あり）

1（日）/7 歩崎公園前へ

昨年度覇者
　ボン・イノージ

第11回ドラゴンボート霞ヶ浦大会

「男女共同参画社会」って
なに？ DRAGON BOAT RACE

参加者求ム！
DRAGON BOAT RACE

参加者求ム！

ご存じですか？「後期高齢者医療制度」
・平成20年4月から後期高齢者の医療保険制度が変わります！
　 　平成 20 年 4月 1日から新たな「後期高齢者医療制度」が始まります。平
成 20年 4月 1日現在において、① 75歳以上の方② 65歳以上 75歳未満の
方で一定の障害があり、広域連合長が認めた方は、現在加入している国保や
社保（被扶養者を含みます。）を脱退し、後期高齢者医療制度に加入すること
になります。

・茨城県後期高齢者医療広域連合の設立
　 　後期高齢者医療制度に関する事務を広域にわたり処理するため、県内すべての市町村で組織する「茨
城県後期高齢者医療広域連合」が設立されました。広域連合が財政運営を行ない、後期高齢者の方の
各種申請などの窓口取り扱いは、現在と同様に市が行ないます。今後、後期高齢者医療制度の内容に
ついて随時紹介していきます。
問茨城県後期高齢者医療広域連合　〒 311-4141  茨城県水戸市赤塚 1丁目 1番地ミオスビル 1階
　☎ 029-309-1211　FAX  029-309-1126
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木 thu 金 fri 土 sat

社福  法律相談（要予約）
　    13:00～　働く女性の家
　    ※予約は6/1～
保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　 10:00～ 千代田保健センター

 7
先勝

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　  （要予約）13:00～
　　  千代田保健センター

 8
友引

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　  （要予約）13:00～
　　  千代田保健センター
社福  特設人権相談
　　　10:00～15:00
　　　あじさい館

 1
先勝

雪入  アイロン押し花教室
　　　（要予約）9:00～
　　　雪入ふれあいの里公園

 2
友引

図書  “石のスープの会”お話会
　　 14:00～　市立図書館
郷土  考古学基礎講座
　　 13:30～
（ ※マナビィの日程が変更）

 9
先負

保セ  妊婦教室②　（要予約）
　　  9:30～  千代田保健センター

14
友引

保セ  1歳児相談　
　　  13:00～霞ヶ浦保健センター
　　　（H18年6月生）
農委  農地相談日　
　　  （予定・要予約）
　　  14:00～16:00

15
大安

観光  ドラゴンボート教室
　　  8:30～歩崎公園前

16
赤口

社福  法律相談（要予約）    
  13:00～ あじさい館 ※予約6/1～
子福  育児相談（要予約）
           15:00～　第一・第三保育所
保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　     10:00～　千代田保健センター
保セ  住民検診　
  9:30～下稲吉公民館、13:30～角来公民館

21
大安

保セ  住民検診　
　　     9:30～ 新治生活改善センター
　       13:30～ 横堀公民館

22
赤口

郷土  古代米づくり教室
　　  10:00～
郷土  史跡学習会（上高谷地区）
　　　13:00～霞ヶ浦庁舎
　　　下駐車場集合
（ ※いずれもマナビィの日程
が変更）

23
先勝

【霞】C Dプラスチック

保セ  1歳６ヶ月児健診　
　　  13:00～　霞ヶ浦保健センター
　　　   （H17年11月生）

28
赤口

保セ  はぐくみルーム　（要予約）
　　  13:30～  働く女性の家

29
先勝

保セ  妊婦教室③　（要予約）
　　  9:30～  千代田保健センター

30
友引

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

【霞】C Dペットボトル

【霞】C Dプラスチック

【霞】C Dペットボトル

【千】A プラスチック
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラスチック
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃･カン
　　B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　　B不燃･カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　　Bプラスチック
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　　B プラスチック
【霞】C D無色ビン

【千】A 可燃
　　B 不燃･カン
【霞】C D茶色ビン

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

6月 June.2007　おしらせカレンダー　

保セ  健康相談 （栄養･歯科相談）
　　　  霞ヶ浦保健センター

 6
赤口

千公  読み聞かせ会　
　　 16:00～　稲吉児童館
保セ  3歳児健診　
　　 13:00～ 千代田保健センター
　　　（H16年5月生）

 5
大安

保セ  集団予防接種ポリオ　
　　　（要予約）13:00～
　　　霞ヶ浦保健センター
保セ  ハートの日 （こころの相談）
　　　（要予約）霞ヶ浦保健センター

 4
仏滅

郷土  古文書講座①（全１０回）
　　　13:30～

 3
先負

保セ  総合健診　
　　  （要予約）6:30～
　　  霞ヶ浦保健センター
保セ  健康相談 
　　　  霞ヶ浦保健センター
社協  心配ごと相談  
　　　 13:30～  働く女性の家

13
先勝

千公  読み聞かせ会　
　　 16:00～　新治児童館
保セ  総合健診　
　　  （要予約）6:30～
　　  霞ヶ浦保健センター

12
赤口

保セ  総合健診　
　　　（要予約）6:30～
　　　霞ヶ浦保健センター

11
大安

10
仏滅

保セ  住民検診　
　　  9:30～、13:30～
　　  大塚ふれあいセンター
保セ  健康相談 （栄養･歯科相談）
　　　  霞ヶ浦保健センター

20
仏滅

千公  読み聞かせ会　
　　  16:00～  大塚児童館
保セ  住民検診　
　　  9:30～、13:30～
　　  大塚ふれあいセンター

19
先負

保セ  住民検診　
　　  9:30～上稲吉集落センター
 　    13:30～ 清水公民館

18
友引

郷土  文化財伝承講座
　　  10:00～
郷土  企画展記念講演会
　　  13:30～

17
先勝

保セ  2歳児健診　
　　 13:00～　千代田保健センター
　　　  （H17年6月生）
保セ  健康相談
　　　  霞ヶ浦保健センター
社協  心配ごと相談
 　　 13:30～　あじさい館

27
大安

保セ  5ヶ月児健診　
　　 13:00～　千代田保健センター
　　　  （H19年1月生）
農委  農業委員会総会　
　　  14:00～

26
仏滅

保セ  住民検診　
　　  9:30～、13:30～
　　  千代田保健センター

25
先負

24
友引

水無月

平成
19年

【千】B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペットボトル
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペットボトル
【霞】C D不燃･カン

【千】A 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A 茶色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A その他ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 無色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 茶色ビン
　　B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 可燃
　　B 茶色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B その他ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B 無色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　　B 茶色ビン
【霞】C可燃

今月の納付納入期限　７月２日
市県民税　第１期分
国民健康保険税　第２期分
介護保険料　第２期分
保育料６月分・上下水道料６月分

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

6月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　2,3,9,10,16,17,23,24,30日

6月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科】
3日
10日
17日
24日

府中クリニック
関クリニック
渡辺クリニック
斉藤病院

☎0299-22-2146
☎ 0299-23-8300
☎ 0299-26-7633
☎ 0299-26-2131

【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
　　☎0299-23-3515
診療日　　3日・10日・17日・24日

6月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　1,3,6,8,10,13,15,17,20,22,24,27,29日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　2,4,7,9,11,14,16,18,21,23,25,28,30日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　5,12,19,26日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧

※ごみの収集　＝　環境保全課
   環境クリーンセンター   ☎ 0299-59-4649

かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　Fax  0299(59)2130

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

保セ  ＝保健センター
千公  ＝千代田公民館
　　　☎0299(59)5252
観光  ＝観光商工課
雪入  ＝雪入ふれあいの里
　　　☎0299(59)7000
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
　　　☎029(897)0647
郷土  ＝郷土資料館
　　　☎029(896)0017
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509

主な 官公署 ☎

※市役所へのダイヤルについ
ては上記のとおり２つあり、
どちらにおかけになっても
庁舎間は内線電話で転送さ
れます。電話連絡の際には
ご自宅等と【同じ市外局番
の番号】へかけられた方が、
料金の負担が軽く済みます
のでご利用ください。

カレンダー内の表示･☎

  ごみカレンダー、病院･診療
所の情報は市のホームペー
ジの他にモバイル版（携帯
電話から接続）でもご覧い
ただけます。モバイル版ＵＲ
Ｌは以下のとおりです
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

※保健行事の詳細は健康カレンダーをご覧ください。
 　その他の各行事の詳細は、担当課へお問合せください。
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ま ち の お 知 ら せ

新刊図書案内

【一般書】「ピアニシモ・ピアニシモ」「メルカトル」「大
人のための家庭科の教科書」「6歳からのお金入門」
「へこたれない」「あいまいな日本の不平等50」「夕
張の破綻と再生」「ふたりのお弁当」ほか
【児童書】「ぼくらの妖怪封じ」「ウラナリ、さよなら」
「七人の犯罪者」「霧の妖精」「ちびっこきかんしゃ
だいじょうぶ」「ワニになにがおこったか」ほか

だから、僕は学校へ行く！　　
乙
おとたけ

武洋
ひろただ

匡
2007年 4月から小学校の先生
として勤務する乙武洋匡が子供
たちに伝えたいメッセージと
は？教育実習や「子どもの生き
方パートナー」の活動経験から、
「教育の現場」へ提言する。

私の手になってくれたあなたへ
小
お さ な い

山内美智子
ひとりでは食事をすることも動
くこともできない全身性身体障
害者の著者は、結婚、出産、離
婚も経験した。母の思い出を中
心につづる。ベストセラーに「あ
なたは私の手になれますか」。

【一般書】「湿地転生の記」「オバハン流旅の作り方」
「若くない日々」「１４歳」「インスタントラーメン
発明王安藤百

ももふく

福かく語りき」「天国への手紙」「な
んでこれが交通違反なの！？」ほか
【児童書】「なによりもたいせつなこと」「赤ちゃん
のようじママのようじ」「ボクたちの値段」「ジュニ
ア極真カラテ入門」「フレーミーとそうじき」ほか

第 6回茨城県
インディアカ中央大会
〔3月 25日　龍ヶ崎市総合体育館〕
成績：霞ヶ浦マロンズ（6戦全勝）
　　　関東甲信越大会への出場権を獲得

◆参加費　各日200円（保険料含）、中学生以下100円〔※松尾先生の健康体操教室400円（保険料含）〕
◆参加対象　どなたでも参加できます。
◆申込・問合わせ先　KSCなかよしスポーツクラブ事務局　　大和　☎ 0299-59-2584
　　　　　　　　　　KSCエンジョイスポーツクラブ事務局　高田　☎ 090-2420-7846
　　　　　　　　　　教育委員会スポーツ振興課　☎内線 3029

1ソフトスポーツを楽しもう！
　6月 24 日【日】9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　第 1常陸野運動公園テニスコート
3なかよしピンポン体験
　毎週土曜日 13：00 ～ 16：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
4なかよし太極拳体験
　毎週水曜日 19：00 ～ 21：00
　ケアハウス Piso 天神（宍倉）

KSC なかよしスポーツクラブ

1ソフトスポーツを楽しもう！
　6月 10 日【日】9：00 ～ 12：00
　体育センター
2ソフトバレーボール教室
　毎週火曜日 20：00 ～ 22：00
　体育センター
3弓道体験教室
　毎週木曜日 13：30 ～ 17：00
　多目的運動広場弓道場
4松尾先生の健康体操教室
　6月 1日【金】・15 日【金】14：00 ～ 15：30
　あじさい館（講座室 1・2）
5リフレッシュ体操教室
　6月 8日【金】・22 日【金】14：00 ～ 15：00
　あじさい館（講座室 1・2）

KSC エンジョイスポーツクラブ

目指せ！週に 1度のスポーツ習慣6月スポーツイベント
　　  ー誰でも参加可－

マナビィかすみがうら　受講生募集

租税教室「株式と税」
確定申告の基礎から株式などを売却したとき
の手続きまでの所得税について解説します。
◆日　時　6月 21日（木）13：30～ 15：30
◆場　所　あじさい館　会議室 1・2
◆受講料　無料（先着 100人、当日入場も可）
◆講　師　土浦税務署職員　
◆申込方法　 6 月 19 日（火）までに電話で申

し込みください
　問霞ヶ浦公民館　☎内線 3011

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　毎週月 (月が祝日の場合は、その翌日 ) 

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　   毎週月、祝日、毎月末日（月が祝日の場

合は、その翌日、末日が土日の場合は金）

県政ふれあいバス
参加者
募集

県畜産センターや茨城県警察本部などを巡る 【 申 込 方 法 】 
官製往復はがきに①希望コース（１
コースのみ）②乗降希望場所、参加
者全員の③住所④氏名⑤年齢⑥性別
⑦電話番号⑧職業または学年を記入
し、申込期限までに郵送ください。（※
1枚のはがきで 4人まで、当日消印
有効）応募多数の場合は抽選により
締切日以後2週間頃にご連絡します。

申込・問合せ先
茨城県県南地方総合事務所・県民生活課
広報広聴係　小林
〒300-0051　土浦市真鍋5-17-26
☎０29-822-7026

料金無料
（※昼食持参）

定員各 30人

一般コース1
9月 7日（金）
・ ひたちなかインフォメー
ションセンター

・常陸那珂港
・常陸那珂火力発電所など

バス停です  土浦合同庁舎
   牛久市生涯学習センター
締切   8 月 7日（火）

一般コース1 一般コース2
9月 12日（水）
・工業技術センター窯業指導所
・県陶芸美術館

バス停です  土浦合同庁舎、守谷市役所
締切 8 月 10日（金）

一般コース2

親子ふれあいコースC
8月 16日（木）
・茨城県庁
・防災センター
・茨城県警察本部

バス停です  土浦合同庁舎、石岡市役所
締切 7 月 13日（金）

親子ふれあいコースC
8月 7日（火）
・地図と測量の科学館
・県畜産センター

バス停です  土浦合同庁舎、守谷市役所
締切 7 月 6日（金）

親子ふれあいコースA
7月 31日（火）
・県中央水道事務所
・アクアワールド・大洗

バス停です  土浦合同庁舎
   牛久市生涯学習センター
締切 6 月 29日（金）

親子ふれあいコースA 親子ふれあいコースB
　
　

小
中
学
生
と
保
護
者

　
　

 　
（
県
職
員
を
除
く
）

　

   

県
内
に
住
ん
で
い
る
十
五
歳
以
上

　

  

の
方
（
中
学
生
、
県
職
員
を
除
く
）

→  県畜産センター
（平成18年）

申

対象

対象

図書などの返却期限

をお守りください！

読みたい本のリクエスト

お待ちしています！

訂正とお詫び
 ・3月号 19ｐ　《かすみがうら市人物列伝》中
長谷川辰之助の生い立ちに関する記事

　　誤： 明治 6年（1868）に･･･広瀬家の三男
に生まれ

　　正： 明治元年（1868）に･･･広沼家の三男
に生まれ

 ・4 月号 6ｐ《企業会計の資本的収支の不足額》
　　誤：332,118 千万円　正：332,118 千円

測量と地図のフェスティバル2007

◆日時　6月 3日（日）9：30～ 16：30
◆場所　国土交通省国土地理院（つくば市北郷）
◆内容

　 ▼日本列島空中散歩マップ
　　（巨大 3D地図を床展示）

　 ▼クイズラリー（地図を見て宝さがし）

　 ▼こども地理王選手権
※ 入場無料
※つくば駅～国土地理院間の無料バスを運行
問国土交通省国土地理院  総務部広報広聴室
　☎ 029-864-6255  または  1872
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次の○に当てはまる言葉や数字を誌面の中から探してね!

Q １　 県下最大規模の千代田地区にある瓦窯跡
は

　　　○○瓦窯跡
Q2　これを開放前と開放後で学校の雰囲気は一変

　　　牛渡小の○○室
Q3　児童手当拡充で 3歳未満の第 1・２子は

◆応募方法…はがきの裏面に答え、表面に住
所、氏名、年齢を明記して応募してくだ
さい。

◆賞品…正解者の中から、抽選で図書カード
を贈ります。（※発表は商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。）

◆あて先…〒 315-8512　
　　かすみがうら市上土田 461
　　広聴広報課「広報クイズ 5月号」係
◆応募締め切り…6月 6日（水）（必着）

　この「広報かすみがうら」を読んでお答え
ください。応募方法は下記のとおりです。

第25回

◆先月の答え
　Q1 149  Q2 狂犬 Q3 水族館

日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付
6月 15日（金）
10:00 ～ 11:30

《広いお庭であそぼう！》※雨天中止
  ・持参品…飲み物

 やまゆり
　　 保育所

1歳～就学前児
とその保護者
《育児に関する
相談もお受け
します。》

6月 7日
   ～ 6 月 8日

6月 22日（金）
10:00 ～ 11:30

《うたってあそぼう！》25組
  ・持参品･･･飲み物

 大塚児童館
6月 11日
 ～ 6月 12日

6月 27日（水）
10:00 ～ 11:30

《ホールであそぼう！》
  ・持参品･･･飲み物

第一保育所
6月 18日
 ～ 6月 19日

6月 29日（金）
10:00 ～ 11:30

《七夕飾りを作ろう！》20組
  ・持参品･･･飲み物

稲吉児童館
6月 21日
 ～ 6月 22日

7月 5日（木）
10:00 ～ 11:30

《七夕集会に参加しよう！》15組
  ・持参品･･･飲み物

第一保育所
6月 28日
 ～ 6月 29日

◆申込・問合せ先　ちよだ地域子育て支援センター（勤労青少年ホーム内）　☎ 029-831-5896
　　　　　　　　　霞ヶ浦地域子育て支援センター（第一保育所内）　　　　☎ 029-897-0345

楽しい遊びの場・仲間づくりの場・
相談の場としてご利用ください。

子育てサロン
（あそび＆
　　おはなし）

ちよだ地域子育て支援センター　0歳児とその保護者対象 (予約不要 )
　毎週月～金曜日 (※月曜日は午前のみ )　9:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 16:00

霞ヶ浦地域子育て支援センター　0歳～未就学児とその保護者対象 (予約不要 ) 
毎週月～金曜日　9:30 ～ 11:30

6月6月 戸
籍
の
ま
ど

ー
四
月
一
日
〜
三
十
日
届
出
分(

敬
称
略)

ー

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

　《こいのぼりを作ろう！》のひとこま
　親子20組が参加 （4月27日  新治児童館）

　「保育所などに
行く前にお友だちが
たくさんできるよう、
毎回参加しています。」
　しゅんすけくんと
　　　　 （稲吉）

７月８日（日）まで　月曜休館 (祝日の場合は翌日 )
市郷土資料館　特別展示室
入館料　一般210円　小中学生　100円

　柏崎窯跡群は、かすみがうら市柏崎に所在する須恵器・
瓦・鉄・炭などを古墳時代から平安時代にかけて生産し
ていた窯跡群です。今回は、茨城県最古に位置づけられ
る柏崎窯跡群の須恵器窯跡から、当時の最先端技術が霞
ヶ浦沿岸の地域にも存在したことを紹介します。
   展示構成　Ⅰ焼き物について／Ⅱ須恵器について／Ⅲ
古墳や集落出土の古墳時代の須恵器／Ⅳ柏崎窯跡群の
須恵器／Ⅴ茨城の須恵器生産

記念講演会　（郷土資料館　研修室）
　　6月 17（日）13：30～ 15：30
『柏崎窯跡群の調査と成果』
　筑波大学大学院　渥美賢吾氏

　　『霞ヶ浦沿岸の生産遺跡と部
べ み ん

民』
　　　当館学芸員　千葉隆司

問〒 300-0214　かすみがうら市坂 1029
　郷土資料館　千葉　☎ 029-896-0017

かすみがうら市郷土資料館企画展
『柏崎窯

かま

跡群―茨城県最古の焼き物生産地―』

郷土の資料を集めています
市郷土資料館に収蔵する資料は、市内
の方々から寄贈・寄託されているものが
ほとんどです。家を建て替える、蔵を壊
す、古いものを捨てるなどの際は、是非
市郷土資料館にご連絡ください。学芸員
が郷土の資料を選別し、保存・活用を検
討します。ご連絡をお願いします。

母の日・父の日に
ちなみ、母・父な
どを書いたイラス
ト募集中！

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の氏

名・大字などを掲載しておりますが、不正使用

や目的外使用防止の観点からホームページ上で

の掲載はいたしませんのでご了承ください。
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ふ
る
さ
と
の
年
中
行
事

新
緑
を
池
に
映
し
て
鯉
群
る
る

流や
ぶ
さ
め
鏑
馬
の
由
来
碑
凛り

り々
し
風
光
る

三
の
矢
場
へ
ま
っ
す
ぐ
抜
け
て
初
夏
の
風

雲
流
れ
八
十
八
夜
の
月
丸
し

一
つ
だ
け
風
に
乗
れ
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉

花
は
葉
に
出
来
て
嬉
し
い
尻
上
が
り

ふ
る
さ
と
の
主し
ゅ
ほ
う峯
映
し
て
代
田
澄
む

藤
咲
け
り
思
い
出
深
き
あ
り
し
父
母

た
ど
た
ど
し
く
取
り
札
を
読
む
五
歳
児
の
眼

ま
な
こ輝
く
百か

る

た

人
一
首
と
る
宵

綿
入
れ
の
昔
模
様
の
懐
か
し
く
夢
沁し

み
て
お
り
母
居
ら
ね
ど
も

病
床
に
花
挿
す
嫁
の
真
心
に
家
族
の
絆

き
ず
な更
に
深
く
す

雑
草
を
抜
き
お
り
た
れ
ば
現
れ
し
水
仙
の
芽
の
青
色
美く

わ
し

玄
関
に
曾
孫
の
靴
の
加
わ
り
て
ほ
の
ぼ
の
ぬ
く
し
早
春
の
朝

那
須
の
湯
が
思
ひ
出
さ
れ
て
な
つ
か
し
く
買
ひ
来
し
椿
八
重
の
花
咲
く

咲
き
し
ま
ま
こ
こ
だ
く
散
り
し
紅
椿
を
惜
し
み
て
卓
上
の
大
皿
に
活
く

梨
の
花
散
れ
ば
幼よ

う
か果
の
生
い
出
で
て
命
は
日
々
に
か
が
や
き
を
増
す

落
ち
葉
た
く
炎
は
風
に
抗

あ
ら
がい
て
音
た
て
な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る

（
稲　

吉
）

（
稲
吉
東
）

（
下
志
筑
）

（
中
志
筑
）

（
土
浦
市
）

（
鹿
ノ
山
）

（
南
根
本
）

（
深
谷
二
）

（
下
土
田
）

（
稲
吉
東
）

（
粟　

田
）

（
上
佐
谷
）

（
三
ツ
木
）

（
戸　

崎
）

（
牛　

渡
）

（
上
土
田
）

（
上
佐
谷
）

広報誌持参の方は資料館入館無料！！

中
根
美
子

野
田
美
智
子

橋
本
と
し

畑
百
合
子

飯
島
ヒ
ロ
エ

鈴
木
春
雄

小
貫
弘
子

前

嶋

武

川
原
場
好
子

加
藤
貞
江

江
崎
慶
子

中
島
暉
子

桜
井
筑
蛙

市
原
美
代

折
本
ア
イ
子

萩
原
と
し
子

松
澤
よ
志
の

郷土資 料館

短
歌

俳
句

教育委員会

節
供
は
、
節
日
（
季
節
の
変
わ
り

目
な
ど
に
神
祭
を
行
な
う
日
）
の
供

物
か
ら
日
本
で
造
語
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

端
午
の
節
供
は
、
現
在
も
健
や
か

な
子
供
た
ち
の
成
長
を
祝
う
日
と
し

て
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
歴
史
は
古
く
古
代
中
国
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
悪
日

と
し
て
、
災
厄
や
悪
魔
を
は
ら
う
た

め
の
行
事
が
行
な
わ
れ
る
日
で
、
古

代
中
国
の
風
習
が
奈
良
時
代
に
日
本

に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。行
事
で
は
、

天
皇
に
「
粽
ち
ま
き
」
が
献
じ
ら
れ
、
群ぐ
ん
し
ん臣

は
菖し
ょ
う
ぶ蒲
が
付
い
た
冠
を
か
ぶ
る
習
わ

し
が
あ
り
ま
し
た
。

菖
蒲
は
、
香
り
が
強

く
、
そ
の
香
り
が
邪

気
を
は
ら
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
菖
蒲
は

次
第
に
武
家
社
会
に

お
い
て
「
尚し
ょ
う
ぶ武
」
に

通
ず
る
こ
と
か
ら
尊

ば
れ
、
行
事
自
体
も
江
戸
時
代
に
は

幟の
ぼ
りや
鎧
よ
ろ
い

兜か
ぶ
と、
武
者
人
形
な
ど
を
飾
る

男
子
の
節
供
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、
軒
先
に

菖
蒲
・
よ
も
ぎ
・
杉
の
葉
な
ど
を
下
げ
、

魔
よ
け
と
し
ま
す
。
ま
た
菖
蒲
湯
に

入
る
こ
と
で
邪
気
よ
け
を
し
た
り
、

菖
蒲
で
は
ち
ま
き
を
し
て
頭
痛
よ
け

な
ど
を
し
ま
し
た
。
初
節
供
の
家
で

は
、柏
か
し
わ
ま
ん
じ
ゅ
う

饅
頭
を
つ
く
り
、祝
宴
を
催
し
、

近
親
者
や
組
内
の
人
た
ち
を
招
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
特
色
あ
る
こ
の
日
の

行
事
と
し
て
は
、
下
志
筑
と
中
志
筑
、

そ
し
て
安
食
と
下
軽
部
で
石
合
戦
を

し
た
そ
う
で
す
。

学校だより

■
褒
め
て
・
伸
ば
す
！

  

「
学
習
意
欲
賞
」、
あ
な
た
は
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
を
深
く
追
究
し
…
と
い
う
内
容

の
賞
状
で
す
。
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を

グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
続
け
た
児
童
へ
の
賞

で
、
こ
の
他
に
も
「
思
い
や
り
賞
」・「
あ

い
さ
つ
賞
」・「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」
な
ど

多
彩
な
賞
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
一

年
を
経
過
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か

ら
の
推
薦
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
縦
割
り
班

で
の
「
全
校
徒
歩
遠
足
」
や
年
間
を
通
し

て
行
な
っ
て
い
る
「
野
菜
づ
く
り
」
な
ど
、

共
に
汗
を
流
し
、
気
付
い
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
わ
か
ち
あ
う
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
深
く
考

え
る
力
、思
い
や
る
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

併
せ
て
学
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

七
時
三
十
分
、
校
門
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
登
校
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
！
」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
元
気
な
あ
い
さ
つ
、
学
校
が
楽
し

く
っ
て
、
と
い
う
よ
う
な
表
情
で
教
室
へ

一
目
散
に
走
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て「
明

日
が
待
た
れ
る
学
校
」
で
あ
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、居
心
地
が
よ
く
、充
実
感
（
自

己
実
現
）
が
も
て
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
学
校
の

主
人
公
は
百
十
人
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。 

　

牛
渡
小
学
校
で
は
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
、
児
童
や
保
護
者
の
校
長
室
の
出
入
り

を
自
由
に
。
校
長
室
の
ド
ア
を
開
い
た
だ

け
で
す
が
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
飛
び
交
い
、
学
校
の
雰
囲
気
は
開
放

前
と
は
一
変
し
ま
し
た
。  

■
夢
を
も
て
る
子
ど
も
に
！

　

校
長
室
の
壁
面
に
掲
示
し
て
あ
る
児
童

一
人
一
人
の
顔
写
真
の
下
に
「
野
球
の
選

手
に
な
り
た
い
」・「
心
の
優
し
い
大
人
に

な
り
た
い
」・「
外
国
へ
行
っ
て
活
躍
し
た

い
」
な
ど
、
何
十
年
後
の
自
分
の
夢
を
思

い
思
い
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

夢
は
人
生
の
可
能
性
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
校
長
室
で
自
分
の
夢
を
確
認
し
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。

「牛渡小学校の
　　　　愉快な校長室」
～110人が主人公である楽しい学校を～

端
午
�
節
供

元
来
�
災�

�
�
�厄
�
悪
魔
�
�
�
�
日
5月5日

　校長室は、子どもたちも保護者も出入
りが自由！クワガタの飼育、保護者や地
域の方々から寄贈された図書の貸し出し、
昔のおもちゃなど子どもたちが興味を持
つものでいっぱい。

全校徒歩遠足で湖岸を歩く児童

紙製の武者人形
（下軽部個人蔵  昭和21年製）

※
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ル
に

6
月
上
旬
ま
で
展
示
中
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農業後継者の結婚媒酌人を表彰

かすみがうらマラソン
兼国際盲人マラソンかすみがうら大会

かすみがうらウオーキングを同時開催

3 組の媒酌人を務めた島田会長（左）

　

四
月
十
一
日
、
あ
じ
さ
い
館
で
、
平

成
十
八
年
度
中
に
結
婚
し
た
農
業
後
継

者
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
す
る
と

同
時
に
、
そ
の
媒
酌
人
に
も
感
謝
状
と

謝
金
の
贈
呈
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
農
業
後
継
者
と
そ
の

配
偶
者
に
農
業
に
対
す
る
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
平
成
十
八
年
度
は
、
五
人

の
媒
酌
人
の
活
躍
に
よ
り
、
四
組
の
農

業
後
継
者
の
夫
婦
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
か
す
み
が
う
ら
市
結
婚
相

談
員
会
長
の
島
田
揚
ニ
氏
は
、
三
組
の

媒
酌
人
を
努
め
る
な
ど
、
市
の
農
業
後

継
者
育
成
に
寄
与
し
て
い
ま
し
た
。
島

田
会
長
は
、「
今
後
も
か
す
み
が
う
ら

市
の
農
業
後
継
者
対
策
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

色香

音

TOWNS TOPICS

TOWNS TOPICS

元教師 3人が「霞ヶ浦讃歌」を共同制作

ー
有
河 

牛
渡 

加
茂 

戸
崎 

水
ぎ
わ
走
る

遊
歩
道 

小
舟
漁
待
つ
港
に
は 

水
鳥
憩
い 

童
歌
ー

　

こ
れ
は
、
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
の

大
会
本
部
で
流
れ
た
Ｃ
Ｄ
「
霞
ヶ
浦
讃
歌
」

の
歌
詞
の
一
部
。「
T
X
音
頭
」
な
ど
地

元
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
歌
を
作
っ
て
い
る
三

人
組
、
元
教
師
、
英

は
な
ぶ
さ

賢よ
し
た
か孝
さ
ん
（
作
詞
・

作
曲
、つ
く
ば
市
）、仁
田
悦
朗
さ
ん（
編
曲
、

か
す
み
が
う
ら
市
上
稲
吉
）、
野
上
洋
三

さ
ん
（
歌
、
土
浦
市
）
が
共
同
で
制
作
し

た
も
の
で
す
。

　

英
さ
ん
は
、「
マ
ラ
ソ
ン
に
集
ま
っ
た

方
々
に
霞
ヶ
浦
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

ま
た
、
選
手
と
し
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
し
た
野
上
さ
ん
の
た
め
、
こ
の
曲
を
作

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。」
ま
た
、
仁
田

さ
ん
は
、「
春
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
霞
ヶ
浦

の
雰
囲
気
が
曲
に
出
せ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山桜の隠れ名所 林道三ツ石線が開通

林道の途中には、山桜目当てに多くのカメラマンが

　

成
沢
の
桜
な
ど
で
有
名
な
雪
入
地
区

に
、
六
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の
林
道
三

ツ
石
線
が
こ
の
度
開
通
し
ま
し
た
。
こ

の
林
道
が
で
き
た
こ
と
で
、
三
ツ
石
森

林
公
園
と
雪
入
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
間

が
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
一
度
山
か
ら
降

り
な
く
て
も
両
施
設
間
を
行
き
来
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
月
の
上
旬
に
は
林
道
の

両
側
か
ら
雪
入
山
の
山
桜
が
見
え
隠
れ

し
、
中
に
は
、
夕
陽
で
輝
く
き
れ
い
な

姿
が
見
え
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
新
た

な
桜
の
名
所
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
同
時
に
、
今

回
で
三
回
目
と
な
る
「
か
す
み
が
う
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
主
催
、
三
百
六
十

七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

歩
崎
公
園
を
出
発
し
た
一
行
は
、
班

ご
と
に
列
を
つ
く
り
、
ゴ
ー
ル
の
川
口

運
動
公
園
ま
で
約
十
八
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
間
、
春
の
霞
ヶ
浦
の
景
色
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
七
回
目
と

な
る
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ

ソ
ン
兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ

ン
か
す
み
が
う
ら
大
会

が
、
四
月
十
五
日
に
開
催
さ

れ
一
万
千
六
百
三
十
三
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
十
マ
イ
ル
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
三
種
目
。
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
参
加
者
は
、
加
茂
入

り
口
か
ら
か
す
み
が
う
ら
市
内
に
入
り
、
郷
土

資
料
館
先
の
中
間
点
を
越
え
、
牛
渡
・
加
茂
の

湖
岸
沿
い
を
、
ス
タ
ー
ト
し
た
土
浦
の
川
口
運

動
公
園
目
指
し
て
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
お
よ
び
同
時
開
催
さ
れ
た
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
参
加
料
の
一
部
は
、
霞
ヶ
浦
浄
化
運

動
資
金
と
盲
導
犬
育
成
助
成
金
と
し
て
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

左から野上さん、仁田さん、英さん

▼   

ウオーキング参加
者の最年少は2歳

▼

霞ヶ浦堤防を散策

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼

選手には嬉しい追い風（26㎞地点：牛渡）

▼

あゆみ太鼓のメンバーが選手を激励
　（22.5㎞地点：歩崎公園前）
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分類：カササギヒタキ科
市内で見られる時期：5月～6月
体長：45㎝前後

せいぶつ館サンコウチョウ（希少種）

分類：スズキ科
全長：約60cm
分布：オーストラリア東海岸など（市水族館で見られます）

目の周りの金色のリングがとてもキレイなバス。天然のオー
ストラリアンバスは海へ下ることの出来る川にしか生息しませ
ん。時期（水温）により住処が変わるので、その都度エサも
変わり、小魚、ザリガニ、水生昆虫を好んで食べますが、ト
ンボやチョウ、セミなどの陸生昆虫も大好物です。

オーストラリアンバス

かつては神社の薄暗い森などで「フィーチィーヒーチィーホィ
ホィホィ」とさえずるのが聞かれたが、今では三ツ石の森で時々
聞くだけです。生息数が減ったのは熱帯雨林の伐採も一因だ
と言われます。黒い頭に冠

か ん う

羽を持ち、成鳥の雄は体長の２倍
長い尾をもっています。 ( 参考資料：動植物ガイド千代田の花・虫・鳥 )

★ＷＡＮＴＥＤ★

【問合せ先】

教育委員会生涯学習課文化振興係
あじさい館内　☎内線 3022

〔登録期間〕平成19年 7月1日～平成 21年 3月31日

講師派遣依頼者

絵画

舞踊

一芸を持つ人材

生涯学習課

人材バンク制度
文化、芸術、レクリエーショ

ン活動など市民の生涯学習を

援助するため、あらかじめ地

域の一芸に秀でた人材を「生

涯学習推進人材バンク」に登

録し、学校・団体・サークル

などの求めに応じて、講師、

指導者を紹介いたします。☞登録資格は・・・
地域のために自分の知識や特技を

役立てたいとお考えの市内在住、

在勤で20歳以上の方（個人・団体）。

�
�
�
�

☞登録方法は・・・
6月 25日（月）までに人材バンク登録届出書に必要

事項を記入、押印のうえ、生涯学習課へ直接お申し

込みください。

人材バンク登録届出書は、生涯学習課（あじさい館

内）、または、市のＨＰでダウンロードできます。
〔ダウンロード手順〕市ＨＰ⇒暮らしのガイド⇒各種申請

書・届出書ダウンロード⇒教育⇒人材バンク登録届出書

☞登録者の紹介・・・
生涯学習課は市内の学校、団

体、サークルなど（依頼者）か

ら講師の紹介依頼があった場合

は、依頼の条件にあった登録者

を選び、依頼者に紹介します。

一芸 に秀でた方を募集していま
文化     スポーツ    あらゆる活


